





























































































































































































































































































































原　名　称 福田（Sl7） 大日本体育会@（S19） 原　名　称 福田（S17）
大日本体育会
@（S19）
テ　ニ　ス　コ　ー　ト 麟 ナ　ッ　ト　ア　ッ　プ 一 二弾ミコートサーフェス 一　　　　　　競技面 イングリッシュグリップ 縦持一
サ　イ　ド　ラ　イ　ン 側線一 ウェスタングリップ 塑
ベ　ー　ス　ラ　イ　ン 底線一 イースタングリップ 盤
サービス　ライ　ン サーヴ線 受球線 フ　ッ　ト　ワ　ー　ク 足捌き
セ　ン　タ　ー　マ　ー　ク 中央標 中標 ス　　　　ピ　　　　ン 廻韓，順廻軸　　　　廻韓
サービスサイドライン サーヴ側線 受球側線 ス　　ト　ロ　　ー　　ク 打球
ハーフコートライン 中央線 上打，順廻韓，ド　　ラ　　イ　　　ブ 一 上打チ（ウワウチ）サー　ビス　コ　ー　ト サーヴコート 受球匿劃 順廻韓打
ネ　　　　ッ　　　　ト ネット 網 下打，逆廻韓，一
ネ　ッ　ト　ポ　ス　ト 塑 ス　　ラ　　イ　　ス 逆廻鱒打
工韮と（シタウチ）
センターストラップ 中央帯　　　　　中帯 グラウンドストローク 麹ボ　　　　ー　　　　ル 越 フ　オ　ア　ハ　ン　ド 順手　ジュンテ
ガ　　　　ッ　　　　ト 張綜一 バ　　ッ　　ク　　ハ　　ン　　ド 逆手　ギャクテ
ラ　　ケ　　　ッ　　　ト 枠　　　　打枠（ウチワク） ク　ロ　ス　ボ　ー　ル 斜球 一
レ　　　フ　　　リ　　ー 審判長 ストレ・一トボール 縦球 一
ア　ン　パ　イ　ア　ー 審判 主審 サ　ー　ビ　ス　ト　ス 押上げ
ア　ン　パ　イ　ア　ー 一 副審 フオアハンドドライブ 一 順上打
ラ　イ　ン　ズ　マ　ン 一 線審 バックハンドドライブ 一 逆上打
ス　　コ　　ア　　ラ　　ー 一 記録員 フオアハンドスライス 一 順下打
マ　　　　　ッ　　　　チ 試合一 バックハンドスライス 一 逆下打
ポ　　イ　　ン　　ト 鮎 鐵 バ　ッ　ク　ス　イ　ン　グ 避ゲ　　　　ー　　　　ム ゲーム 元 フオワードスイング 凱セ　　　　ッ　　　　ト セット ? フ　オ　ロ　ー　ス　ル　ー 幽サ　　ー　　バ　　ー サーヴァー 発球者 ロ　　　　　　　　　ブ 高球，揚球　　一 揚球（アゲダマ）『
レ　　シ　　ー　　バ　　ー レシーヴァー 受球者 チ　　　ョ　　ッ　　プ 切り球，切り打 切リ打
ア　　　　ウ　　　　ト アウト 線外 ボ　　　　レ　　　　ー 宙打，當打一 宙打（チュウウチ）一
フ　　オ　ー　　ル　　ト フオールト 外れ ハ　ー　フ　ボ　レ　ー 掬ひ打 掬ひ球
フ　ッ　ト　フ　ォール　ト 足のフォールト 踏越 ドロップショッ　ト 落し球 落球（ラクキュウ）
レ　　　　ッ　　　　ト 越 サ　　　　ー　　　　ブ 打始め，始球 発球（ハッキュウ）イ　　ン　　プ　　レ　　ー 競技中 繕績 ス　ラ　イ　スサーブ 斜打サーヴ 一
ト　　　　　　　　　ス トス 拳 フ　ラ　ッ　トサー　ブ 平打サーヴ 一




ス　　　コ　　　ア　　　ー 一 記録 レ　　シ　　ー　　　ブ 受け方，受墾 受墾（ジュキュウ）
ブイフテイーン　（15） 15 一鮎 ス　　マ　　ッ　　シ　　ュ 一 打込
サー　テ　ィ　ー（30） 30 二鮎 ネ　ッ　ト　プ　レ　ー 前陣戦
フオーティー（40） 40 三貼 ベースラインプレー 幽デ　　　ュ　　　ー　　　ス デュース 同鮎 シ　　ン　　グ　　ル　　ス 塾ア　ドバ　ン　テ　ー　ジ ○○　側　一鮎 ダ　　ブ　　ル　　ス 鎚ネ　ッ　ト　オ　ー　バー 一 反則 ミックスダブルス 混合試合　　　　　一
ネ　ッ　ト　タ　ッ　チ 一 反則 ポ　　　　ー　　　　チ 麹プ　　　　レ　　　　ー 始め一
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テニス用語の邦語化がおこなわれた背景
振興会」による「体力錬成11種目」からの除外などを経て，それまで日本のテニスの主たる活動の場
であった学校課外活動からテニスが排除される状況になった。敵国英国発祥のスポーツであるテニス
に対する廃止論への対抗策は，当時のテニス関係者にとっては重要な問題であった。「テニス廃止論」
への対抗措置を考えた場合，「テニス用語の邦語化」は，当時の時局に踊らされ，軍部に迎合した結
果生じたネガティブな事柄と一面的に断定することはできない。邦語化を推し進めた原動力としては，
テニス廃止論への対抗措置という側面が実質的には大きかったのではないかと思われる。事実，邦語
化に深く関わった安部民雄22）や福田雅之助らは，渡英米経験もあり国際的視点をもったリベラルな考
えを持つ人物として名高い。
　この視点で周辺を見ると，最も権威のある全日本庭球選手権大会を明治神宮大会と兼ねて挙行し
た23）ことや，テニス選手を対象とした体力章検定のための錬成会を各地で開催したことなども，邦語
化と同様にテニス廃止論を中和させるための措置ともいえる。
　当時の英語禁止論の風潮下で軍部に迎合して邦語化を主張する者，純粋にテニス存続を思って苦肉
の策として邦語化を主張する者，両者の起点は異なるがその着点（テニス活動の存続）は同様であっ
た。つまり，当時のテニス用語の邦語化を妨げるものは皆無に等しく，日本テニス界の統轄組織であ
る「日本庭球協会」および「大日本体育会庭球部」が全国的に邦語化を通達・実施したことは，当時
の状況下では一定の必然性があったといえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
1）大石五雄『英語を禁止せよ一知られざる戦時下の日本とアメリカー』ごま書房，平成19（2007）年，
　　12－17頁
2）後楽園スタヂアム社史編纂委員会『後楽園スタヂアム五十年史』後楽園スタヂアム，平成2（1990）年。
　　38頁
3）大石五雄前掲書，32頁より作成
4）日本庭球協会は，昭和17（1942）年11月29日に解散式を行った後，大日本体育会庭球部に継承された。
5）日本庭球協會（薔）「日本庭球協會史』昭和19（1944）年7月，16頁
6）野球については日本野球連盟の指示のもと邦語化が実行された。
7）大石五雄，前掲書，33頁より作成
8）「庭球用語の邦語化」，『ローンテニス』第11巻5月号，昭和10（1935）年5月，14頁
9）「懸賞募集　庭球用語の改正」，『テニスファン』第9巻第1号，昭和15（1940）年1月，9頁
10）田中薫「近頃疑念一束」，『テニスファン』第9巻第2号，昭和15（1940）年2月，34－35頁
11）茶々丸「『庭球用語の日本語化』の齎す影響」，『テニスファン』第9巻第2号，昭和15（1940）年2月，
　　36－38頁
12）『日本庭球』は昭和18（1943）年12月号をもって終刊となった。
13）文部省『学制百年史』帝国地方行政学会，昭和47（1972）年10月，593頁
14）井上艇「前進」『日本庭球』第2巻第7号，昭和18（1943）年7月，2頁
15）岡田四郎「必至撃滅の体力」『日本庭球』第2巻第7号，昭和18（1943）年7月，7頁
16）清水善造「世間の批判に答ふ」，『日本庭別第2巻第10号，昭和18（1943）年11月，5－6頁
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17）城西球人「テニス櫨談（下）一批評家とファンの會話一」，『ローンテニス』第18巻3月号，昭和17（1942）
　　年3月，20頁
18）城西球人「テニス燧談（上）一批評家とファンの會話一」，『ローンテニス』第18巻2月号，昭和17（1942）
　　年2月，25頁
19）日本庭球協会・全日本学生庭球連盟『庭球年鑑』（昭和15－17年），昭和17（1942）年より
20）福田雅之助『庭球　其の本質と方法』（青年体育運動の書）欧文社，昭和17（1942）年7月
　　これは欧文社が刊行した叢書であり，他には『相撲』『スキー』『陸上競技』『剣道』『柔道』『射撃』『水
　　泳』『野球』『卓球』『銃剣術』『体力章検定』がある。欧文社は『庭球　其の本質と方法』を刊行した
　　翌月に社名を「旺文社」と改称している。　岡田邦子『日本テニスの源流一福田雅之助物語』毎日新聞
　　社，平成14（2002）年および大石五雄，前掲書より
21）福田雅之助「球語邦化⊥『ローンテニス』第18巻4月号，昭和17（1942）年4月，10頁
22）安部民雄は『ローンテニス』第16巻9月号（昭和15年9月）から後継誌である『日本庭球』第1巻第
　　1号（昭和17年11月）まで「ティルデン庭球術解説」を24回に渡って連載した。
23）昭和17年の明治神宮錬成大会から全日本庭球選手権を兼ねることになった。
